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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 
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提 

出 
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小 

沢 

貞 

孝 

 

一 

 



 

し
か
る
に
、
遭
難
対
策
、
遭
難
救
助
対
策
費
等
は
長
野
・
岐
阜
・
富
山
等
地
元
三
県
の
責
任
に
お
い
て
賄
わ 

 
 

れ
、
遭
難
者
の
救
助
費
は
受
益
者
で
あ
る
そ
の
関
係
家
族
が
負
担
す
る
と
の
原
則
で
、
直
接
関
係
者
の
み
に
犠
牲

を
強
い
て
い
る
の
は
、
大
き
な
矛
盾
と
考
え
ら
れ
る
。 

特
に
最
近
の
よ
う
に
地
方
自
治
体
が
税
収
不
足
に
よ
る
財
政
の
や
り
く
り
に
苦
心
し
て
い
る
時
で
、
長
野
県
の

場
合
で
約
五
千
万
円
に
近
い
金
額
を
、
こ
れ
に
充
当
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
事
実
は
地
方
財
政
上
無 

こ
れ
に
よ
る
過
去
二
十
余
年
間
の
統
計
に
よ
る
と
、
地
元
出
身
の
遭
難
者
（
死
者
、
負
傷
者
、
無
事
救
出
者
を

含
む
）
は
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
ず
、
大
部
分
は
県
外
者
で
あ
る
。 

最
近
、
長
野
県
警
察
本
部
と
北
ア
ル
プ
ス
南
部
地
区
遭
難
防
止
対
策
協
会
で
、
山
岳
遭
難
に
関
す
る
白
書
と
も

い
う
べ
き
小
冊
子
「
長
野
県
の
山
岳
遭
難
」
と
「
二
十
年
の
あ
ゆ
み
」
が
発
行
さ
れ
た
。 

 
山
岳
遭
難
対
策
費
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

三 

夏
山
登
山
は
一
般
化
し
、
大
勢
の
登
山
者
が
殺
到
す
る
た
め
、
怪
我
人
も
多
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
人
々 

一 

山
岳
遭
難
救
助
対
策
は
国
の
施
策
と
し
て
行
う
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
に
要
す
る
経
費
は
全
額
国
庫
負
担
と
す

べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

二 

山
岳
遭
難
救
助
隊
員
の
日
当
は
、
ア
ル
プ
ス
地
区
に
お
い
て
夏
期
一
万
円
、
冬
期
二
万
円
が
原
則
と
聞
く 

 

が
、
こ
れ
ら
も
受
益
者
負
担
と
な
つ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
出
動
し
て
も
空
振
り
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
際
の
費
用
ね
ん
出
に
苦
慮
し
て
い
る
。 

視
出
来
な
い
。 

更
に
、
夏
山
の
安
全
指
導
パ
ト
ロ
ー
ル
班
の
活
動
に
伴
う
報
酬
に
つ
い
て
も
、
県
の
山
岳
遭
難
防
止
対
策
協

会
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
る
が
、
前
者
を
含
め
て
こ
れ
ら
一
切
に
対
し
て
も
、
国
が
応
分
の
補
助
を
す
べ
き
だ
と

思
わ
れ
る
。
政
府
の
考
え
を
伺
い
た
い
。 

よ
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

四 

 



 

 

五 

を
治
療
す
る
医
療
設
備
は
一
貫
し
た
も
の
が
な
い
た
め
、
当
該
山
荘
経
営
者
の
自
発
的
な
場
所
等
の
提
供
と
、

医
療
関
係
者
の
善
意
あ
る
協
力
、
奉
仕
に
よ
る
治
療
活
動
の
み
に
頼
つ
て
い
る
の
が
現
況
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
に
対
し
て
も
地
元
の
負
担
の
み
に
頼
ら
ず
、
国
は
施
設
の
設
置
又
は
補
助
金
を
出
す
な
ど
、
山
岳
医

療
体
制
の
整
備
と
確
立
を
図
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
重
ね
て
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


